
平成２４年度採択プログラム　中間評価調書

博士課程教育リーディングプログラム　プログラムの概要 [公表。ただし、項目１３については非公表]

） ） ）

） ） ）

６．
授与する博士学
位分野・名称

博士（理学）、博士（工学）、博士（学術）、・グローバルリーダー教育課程

プログラム

５． 英語名称

副題

   　（ふりがな）

類型

（機関名：東京工業大学　類型：オールラウンド型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グローバルリーダー教育院）

１０．共同教育課程を設置している場合の共同実施機関名

（②

※ ｵﾝﾘｰﾜﾝ型は太枠に主要な細目を記入

１２．連携先機関名（他の大学等と連携した取組の場合の機関名、研究科専攻等名）

９． 専攻等名 大学院理工学研究科：数学専攻、基礎物理学専攻、地球惑星科学専攻、機械物理工学専攻、機械制御システム
専攻、機械宇宙システム専攻
大学院生命理工学研究科：分子生命科学専攻、生物プロセス専攻
大学院総合理工学研究科：創造エネルギー専攻、物理電子システム創造専攻、知能システム科学専攻
大学院情報理工学研究科：数理・計算科学専攻、情報環境学専攻
大学院社会理工学研究科：人間行動システム専攻、価値システム専攻
大学院イノベーションマネジメント研究科：技術経営専攻、イノベーション専攻

（主たる専攻等がある場合
は下線を引いてくださ
い。）

８． 主要細目

７． 主要分科

（①

（①

G ＜オールラウンド型＞

さとう　いさお

コーディネーター

４．

３．

佐藤　勲（東京工業大学グローバルリーダー教育院院長）氏名・職名

※共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、取りまとめを行っている大学（連合大学院によるもの
の場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

氏名・職名

２． プログラム責任者    　（ふりがな） まるやま　としお

丸山　俊夫（東京工業大学理事・副学長）

グローバルリーダー教育院

（学長） 氏名・職名

１． 全体責任者

三島　良直（東京工業大学長）

   　（ふりがな） みしま　よしなお

Academy for Global Leadership

総合領域全分科、複合新領域全分科、人文学全分科、社会科学全分科、数物系科学全分科、化
学全分科、工学全分科、生物学全分科

（③

機関名 東京工業大学 整理番号 G01

プログラム名称

（②

１１．連合大学院として参画している場合の共同実施機関名

一橋大学大学院国際企業戦略研究科

（③

※ 複合領域型は太枠に主要な分科を記入



[公表]

プログラム担当者の構成

人

人

大学院理工学研究科・機械制御システム専攻・教
授

熱工学
工学博士

グローバルリーダー教育課程の運営・管
理、グローバルリーダー教育院院長

7.63 4人 人[ [

人 プログラム実施大学以外に属する者 17

そのうち、他大学等を経験したことのある者 28 人 そのうち、大学等以外に属する者 2

プログラム実施大学に属する者の割合 [ 67.3 %]

プログラム実施大学に属する者 35

１４． 計 52 名

外国人の人数 %] 女性の人数 %]5.7

プログラム担当者
現在の専門

学位所属(研究科・専攻等)・職名年齢フリガナ氏名

１５．

（プログラムコーディネーター）

佐藤　勲 ｻﾄｳ ｲｻｵ

（プログラム責任者）

役割分担
(平成２６年度における役割)

ﾏﾙﾔﾏ ﾄｼｵ丸山　俊夫 グローバルリーダー教育課程の総括
材料工学
工学博士

理事・副学長（教育・国際担当）

グローバルリーダー教育院
人文社会系道場・道場主

会社形成、市場形成

修士（工学）グローバルリーダー教育院・特任教授ﾔﾏﾀﾞ ｹｲｽｹ山田　圭介

ﾏﾂｷ ﾉﾌﾞｵ松木　伸男

グローバルリーダー教育院
科学技術系道場・道場主

物理情報工学、

ビジネスマネージメント

工学博士

グローバルリーダー教育院
人文社会系道場・道場主

企業経営、企業投資

修士
グローバルリーダー教育院・特任教授

グローバルリーダー教育院・特任教授

ﾀｶﾊｼ ｴｲｲﾁ高橋　栄一

ｻｲﾄｳ ﾖｼｵ齋藤　義夫

ｵｵｽﾐ ﾉﾘﾖｼ大隅　規由

グローバルリーダー教育院
科学技術系道場・道場主

生産工学・生産システム

工学博士
グローバルリーダー教育院・特任教授

分野を横断した俯瞰力養成
固体地球科学
理学博士

大学院理工学研究科・地球惑星科学専攻・教授

ﾔﾅｷﾞﾀﾞ ｴｲｼﾞ柳田　英二

分野を横断した俯瞰力養成
素粒子実験
理学博士

分野を横断した俯瞰力養成
解析学

工学博士
大学院理工学研究科・数学専攻・教授

大学院理工学研究科・基礎物理学専攻・准教授

ｵｶﾑﾗ ﾃﾂｼﾞ岡村　哲至

ﾔﾏﾑﾗ ﾏｻﾕｷ山村　雅幸

ｸｾﾞ ﾏｻﾋﾛ久世　正弘

分野を横断した俯瞰力養成
システム生命学

工学博士
大学院総合理工学研究科・知能システム科学専
攻・教授

分野を横断した俯瞰力養成
伝熱工学・極低温工学

工学博士
大学院総合理工学研究科・創造エネルギー専攻・
教授

分野を横断した俯瞰力養成
計算情報学・精密工学

工学博士
大学院情報理工学研究科・情報環境学専攻・教授

大学院情報理工学研究科・情報環境学専攻・教授

中川　正宣

ﾆｼﾊﾞﾀ ｼﾝﾔ西畑　伸也

ｱﾏﾔ ｹﾝｼﾞ天谷　賢治

ｻｻｼﾞﾏ ｶｽﾞﾕｷ笹島　和幸

分野を横断した俯瞰力養成
認知科学
文学博士

大学院社会理工学研究科・人間行動システム専
攻・教授ﾅｶｶﾞﾜ ﾏｻﾉﾘ

ﾃﾗﾉ ﾀｶｵ寺野　隆雄

ｻｲﾄｳ ｽｽﾑ齋藤　晋

知能情報学
工学博士

物性理論
工学博士

大学院理工学研究科・物性物理学専攻・教授

大学院総合理工学研究科・知能システム科学専
攻・教授

ｼｹﾞﾄｳ ｻﾜｺ重藤　さわ子

分野を横断した俯瞰力養成
環境哲学、合意形成

博士（学術）

分野を横断した俯瞰力養成
農業経済
Ph.D.

グローバルリーダー教育院・特任准教授

グローバルリーダー教育院・特任准教授ﾄﾖﾀﾞ ﾐﾂﾖ豊田　光世

岩附　信行 産官学連携キャリアパス構築
機械力学・ロボット工学

工学博士ｲﾜﾂｷ ﾉﾌﾞﾕｷ 大学院理工学研究科・機械物理工学専攻・教授

分野を横断した俯瞰力養成

分野を横断した俯瞰力養成

分野を横断した俯瞰力養成
偏微分方程式論

Ph.D.
大学院情報理工学研究科・数理・計算科学専攻・
教授

分野を横断した俯瞰力養成
逆問題

博士（工学）

桑子　敏雄

産官学連携キャリアパス構築

ｸﾜｺ ﾄｼｵ

産官学連携キャリアパス構築
蛋白質工学・分子生物学

工学博士
大学院生命理工学研究科・生物プロセス専攻・教
授

（機関名：東京工業大学　類型：オールラウンド型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グローバルリーダー教育院）

産官学連携キャリアパス構築
哲学、合意形成学
博士（文学）

大学院社会理工学研究科・価値システム専攻・教
授

ﾅｶﾑﾗ ｻﾄｼ中村　聡

三原　久和 ﾐﾊﾗ ﾋｻｶｽﾞ
大学院生命理工学研究科・生物プロセス専攻・教
授

生命化学
理学博士

ﾌｼﾞﾑﾗ ｼｭｳｿﾞｳ

古田　健二 ﾌﾙﾀ ｹﾝｼﾞ

大学院イノベーションマネジメント研究科・技術
経営専攻、イノベーション専攻・教授

イノベーション論
博士（工学） 産官学連携キャリアパス構築

辻本　将晴 ﾂｼﾞﾓﾄ ﾏｻﾊﾙ
大学院イノベーションマネジメント研究科・技術
経営専攻、イノベーション専攻・准教授

経営戦略論・経営組織論

博士（政策・メディア） 産官学連携キャリアパス構築

藤村　修三

グローバルリーダー教育院・特任教授
ﾃｸﾉﾛｼﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

修士
産官学連携キャリアパス構築



[公表]

所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２６年度における役割)

１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 フリガナ 年齢

岸本　喜久雄 ｷｼﾓﾄ ｷｸｵ 大学院理工学研究科・工学系長（兼）教授
材料力学・計算力学

工学博士 グローバルな視野・能力養成

Cross Jeffrey Scott ｸﾛｽ ｼﾞｪﾌﾘｰ ｽｺｯﾄ 大学院理工学研究科・共通講座・教授
地域新エネルギーモデル開発

（日米）、生物工学

Ph.D.
グローバルな視野・能力養成

湯浅　英哉 ﾕｱｻ ﾋﾃﾞﾔ
大学院生命理工学研究科・分子生命科学専攻・教
授

生物有機化学
理学博士

グローバルな視野・能力養成

梶川　浩太郎 ｶｼﾞｶﾜ ｺｳﾀﾛｳ
大学院総合理工学研究科・物理電子システム創造
専攻・教授

光機能性材料
博士（工学）

グローバルな視野・能力養成

比嘉　邦彦 ﾋｶﾞ ｸﾆﾋｺ
大学院イノベーションマネジメント研究科・技術
経営専攻、イノベーション専攻・教授

経営情報システム
Ph.D. グローバルな視野・能力養成

齋藤　滋規 ｻｲﾄｳ ｼｹﾞｷ
大学院理工学研究科・機械宇宙システム専攻・准
教授

機械力学・微細作業工学

博士（工学） グローバルな視野・能力養成

坂本　啓 ｻｶﾓﾄ ﾋﾗｸ
大学院理工学研究科・機械宇宙システム専攻・准
教授

宇宙構造物工学

Ph.D.
グローバルな視野・能力養成

広瀬　晴子 ﾋﾛｾ ﾊﾙｺ グローバルリーダー教育院・特任教授
国際関係

修士

Degree of Engineer
グローバルな視野・能力養成

田辺　孝二 ﾀﾅﾍﾞ ｺｳｼﾞ
大学院イノベーションマネジメント研究科・技術
経営専攻、イノベーション専攻・教授

技術経営、産官学連携論

博士（学術） グローバルな視野・能力養成

布井　千博 ﾇﾉｲ ﾁﾋﾛ
一橋大学
大学院国際企業戦略研究科・経営法務専攻・教授

商法・会社法
修士

グローバルな視野・能力養成

井上　由里子 ｲﾉｳｴ ﾕﾘｺ
一橋大学
大学院国際企業戦略研究科・経営法務専攻・教授

知的財産法
学士

分野を横断した俯瞰力養成

相澤　英孝 ｱｲｻﾞﾜ ﾋﾃﾞﾀｶ
一橋大学
大学院国際企業戦略研究科・経営法務専攻・教授

知的財産法
修士

分野を横断した俯瞰力養成

中窪　裕也 ﾅｶｸﾎﾞ ﾋﾛﾔ
一橋大学
大学院国際企業戦略研究科・経営法務専攻・教授

労働法
修士

分野を横断した俯瞰力養成

小林　秀之 ｺﾊﾞﾔｼ ﾋﾃﾞﾕｷ
一橋大学
大学院国際企業戦略研究科・経営法務専攻・特任
教授

倒産法・民事訴訟法

学士 分野を横断した俯瞰力養成

小川　宏幸 ｵｶﾞﾜ ﾋﾛﾕｷ
一橋大学
大学院国際企業戦略研究科・経営法務専攻・准教
授

商法・金融法
法学博士

分野を横断した俯瞰力養成

吉村　政穂 ﾖｼﾑﾗ ﾏｻｵ
一橋大学
大学院国際企業戦略研究科・経営法務専攻・准教
授

租税法
学士

分野を横断した俯瞰力養成

一條　和生 ｲﾁｼﾞｮｳ ｶｽﾞｵ
一橋大学
大学院国際企業戦略研究科・研究科長

知識創造理論、

イノベーション、企業変革

Ph.D.
分野を横断した俯瞰力養成

岩倉　正和 ｲﾜｸﾗ ﾏｻｶｽﾞ
一橋大学
大学院国際企業戦略研究科・経営法務専攻・客員
教授

商法・会社法
修士

産官学連携キャリアパス構築

矢吹　公敏 ﾔﾌﾞｷ ｷﾐﾄｼ
一橋大学
大学院国際企業戦略研究科・経営法務専攻・教授

経済法・独占禁止法

修士 産官学連携キャリアパス構築

一橋大学
大学院国際企業戦略研究科・経営法務専攻・教授

商法・会社法
法学博士

グローバルな視野・能力養成

東松　修太郎 ﾄｳﾏﾂ ｼｭｳﾀﾛｳ
一橋大学
大学院国際企業戦略研究科・経営法務専攻・准教
授

知的財産法
修士

産官学連携キャリアパス構築

（機関名：東京工業大学　類型：オールラウンド型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グローバルリーダー教育院）

一橋大学
大学院国際企業戦略研究科・経営法務専攻・教授

ビジネス・ロー

法務博士
グローバルな視野・能力養成

宍戸　善一 ｼｼﾄﾞ ｾﾞﾝｲﾁ

射手矢　好雄 ｲﾃﾔ ﾖｼｵ

Bruce Aronson ﾌﾞﾙｰｽ ｱﾛﾝｿﾝ

産官学連携キャリアパス構築

一橋大学
大学院国際企業戦略研究科・経営法務専攻・特任
教授

ビジネス・ロー

修士
グローバルな視野・能力養成

K. J. Ray Liu ｹｲ ｼﾞｪｲ ﾚｲ ﾘｭｳ メリーランド大学・教授
情報工学
Ph.D.

グローバルな視野・能力養成

ﾊｾ ﾏｻｷ
株式会社青山パートナーズコンサルティング・代
表取締役、代表パートナー、公認会計士、税理士

経営・会計・税務
学士 産官学連携キャリアパス構築

大澤　弘治 ｵｵｻﾜ ｺｳｼﾞ Global Catalyst Partners・General Partner
ベンチャー企業向投資・育成業務

博士（工学）

馳　雅樹



[公表（備考欄を除く）]

１６．プログラムの応募学生数、合格者数及び受講学生数

本学位プログラムの過去３年間のリーディングプログラム応募学生数等について記入してください。

（各年度3月31日現在（ただし平成27年度は提出日現在））

10人 15人 15人

15人 23人 27人

うち留学生数 - 5人 8人

うち自大学出身者数 3人（0人） 12人（1人） 11人（1人）

うち他大学出身者数 12人（0人） 11人（4人） 16人（7人）

うち社会人学生数 0人（0人） 2人（2人） 7人（4人）

うち女性数 4人（0人） 2人（2人） 9人（4人）

9人 12人 14人

うち留学生数 - 1人 5人

うち自大学出身者数 2人（0人） 8人（0人） 4人（0人）

うち他大学出身者数 7人（0人） 4人（1人） 10人（5人）

うち社会人学生数 0人（0人） 1人（1人） 7人（4人）

うち女性数 2人（0人） 0人（0人） 8人（4人）

9人 12人 14人

うち留学生数 - 1人 5人

うち自大学出身者数 2人（0人） 8人（0人） 4人（0人）

うち他大学出身者数 7人（0人） 4人（1人） 10人（5人）

うち社会人学生数 0人（0人） 1人（1人） 7人（4人）

うち女性数 2人（0人） 0人（0人） 8人（4人）

1.67倍 1.92倍 1.93倍

90.00% 80.00% 93.00%

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度
平成２７年度

*（今後の募集予定:
有・無)

プログラム募集定員数（実数） 人

① 応募学生数

人

人

人　（　　人）

人　（　　人）

人　（　　人）

人　（　　人）

② 合格者数

人

人

人　（　　人）

人　（　　人）

人　（　　人）

人　（　　人）

③ ②のうち受講学生
数

人

人

人　（　　人）

人　（　　人）

人　（　　人）

人　（　　人）

※平成27年度＊（今後の募集予定：有・無）については、平成27年度内に受講を開始する学生を募集予定の場合（秋入学等）は「有」に、募集予定がない場合は「無」に

    印を付けてください。また、有の場合は、プログラム募集定員数（実数）欄には募集予定人数を含めず、下記備考欄へ募集時期とともに記載してください。

※編入学生がいる場合は、年度ごとの内訳を備考欄に記入してください。

プログラム合格倍率（①応募学生数/②合格者
数）（小数点第二位を四捨五入）

0.00倍

充足率（合格者数／募集定員） 0.00%

※うち自大学出身者数、うち他大学出身者数、うち社会人学生数、うち女性数の（）には留学生数を内数で記入してください。

（機関名：東京工業大学　類型：オールラウンド型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グローバルリーダー教育院）



[公表（備考欄を除く）]
１７．学位プログラムの受講学生数・修了（予定）者数
各年度における本学位プログラムの受講学生数を記入してください。
①区分制及び一貫制博士課程 （各年度3月31日現在（ただし平成27年度は提出日現在））

M1
(D1)

M2
(D2)

D1
(D3)

D2
(D4)

D3
(D5)

計
M1

(D1)
M2

(D2)
D1

(D3)
D2

(D4)
D3

(D5)
計

M1
(D1)

M2
(D2)

D1
(D3)

D2
(D4)

D3
(D5)

計
M1

(D1)
M2

(D2)
D1

(D3)
D2

(D4)
D3

(D5)
計

8 7 3 - - 18 - 9 6 3 - 18 - 3 6 6 3 18 - 2 1 7 6 16

うち留学生数 - 1 - - - 1 - 1 - - - 1 - 1 - - - 1 - 1 - - - 1

うち自大学出身者数 1 4 2 - - 7 - 2 3 2 - 7 - 1 1 3 2 7 - 1 - 1 4 6

うち他大学出身者数 7 3 1 - - 11 - 7 3 1 - 11 - 2 5 3 1 11 - 1 1 6 2 10

うち社会人学生数 - - 1 - - 1 - - - 1 - 1 - - - - 1 1 - - - - 1 1

うち女性数 2 1 1 - - 4 - 2 1 1 - 4 - - 2 1 1 4 - - - 2 2 4

9 3 - - - 12 - 8 3 - - 11 - 1 7 2 - 10

うち留学生数 - 1 - - - 1 - - 1 - - 1 - - 1 - - 1

うち自大学出身者数 7 1 - - - 8 - 7 1 - - 8 - 1 5 1 - 7

うち他大学出身者数 2 2 - - - 4 - 1 2 - - 3 - - 2 1 - 3

うち社会人学生数 - 1 - - - 1 - - 1 - - 1 - - 1 - - 1

うち女性数 - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0

9 5 - - - 14 - 13 1 - - 14

うち留学生数 1 4 - - - 5 - 5 - - - 5

うち自大学出身者数 3 1 - - - 4 - 3 1 - - 4

うち他大学出身者数 6 4 - - - 10 - 10 - - - 10

うち社会人学生数 4 3 - - - 7 - 7 - - - 7

うち女性数 5 3 - - - 8 - 8 - - - 8

- - - - - 0

うち留学生数 - - - - - 0

うち自大学出身者数 - - - - - 0

うち他大学出身者数 - - - - - 0

うち社会人学生数 - - - - - 0

うち女性数 - - - - - 0

8 7 3 0 0 18 9 12 6 3 0 30 9 16 9 6 3 43 0 16 9 9 6 40

9 9

※辞退者（Ｑ.Ｅ.によるものも含む）がいる場合は、年度毎の内訳およびその理由を備考欄に記入してください。

平成２７年度
平成
２８
年度

平成
２９
年度

平成
２４
年度
選抜

平成
２５
年度
選抜

学位プログラムの受講学
生数等

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

平成
２６
年度
選抜

平成
２７
年度
選抜

計

修了者数 0 0 1 6

就職者数 0 0 1

※「１６．プログラムの応募学生数、合格者数及び受講学生数」と整合性を取ってください。

※「修了者数」の平成２７、２８、２９年度については、修了予定者数を記入してください。

※就職者にはプログラムを修了後に就職した者（起業した者も含む）のみをカウントしてください。

プログラム対象学生以外で、プ
ログラムのカリキュラムの一部
を受講している学生数

0 11 17 13

（機関名：東京工業大学　類型：オールラウンド型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グローバルリーダー教育院）



[公表（備考欄を除く）]
１７．学位プログラムの受講学生数・修了（予定）者数
各年度における本学位プログラムの受講学生数を記入してください。
②医・歯・薬・獣医学の４年制博士課程 （各年度3月31日現在（ただし平成27年度は提出日現在））

D1 D2 D3 D4 計 D1 D2 D3 D4 計 D1 D2 D3 D4 計 D1 D2 D3 D4 計

0 0 0 0

うち留学生数 0 0 0 0

うち自大学出身者数 0 0 0 0

うち他大学出身者数 0 0 0 0

うち社会人学生数 0 0 0 0

うち女性数 0 0 0 0

0 0 0

うち留学生数 0 0 0

うち自大学出身者数 0 0 0

うち他大学出身者数 0 0 0

うち社会人学生数 0 0 0

うち女性数 0 0 0

0 0

うち留学生数 0 0

うち自大学出身者数 0 0

うち他大学出身者数 0 0

うち社会人学生数 0 0

うち女性数 0 0

0

うち留学生数 0

うち自大学出身者数 0

うち他大学出身者数 0

うち社会人学生数 0

うち女性数 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※辞退者（Ｑ.Ｅ.によるものも含む）がいる場合は、年度毎の内訳およびその理由を備考欄に記入してください。

平成２７年度 平成
２８
年度

平成
２９
年度

平成
２４
年度
選抜

平成
２５
年度
選抜

学位プログラムの受講学
生数等

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

平成
２６
年度
選抜

平成
２７
年度
選抜

計

修了者数

就職者数

※「１６．プログラムの応募学生数、合格者数及び受講学生数」と整合性を取ってください。

※「修了者数」の平成２７、２８、２９年度については、修了予定者数を記入してください。

※就職者にはプログラムを修了後に就職した者（起業した者も含む）のみをカウントしてください。

プログラム対象学生以外で、プロ
グラムのカリキュラムの一部を受
講している学生数

（機関名：東京工業大学　類型：オールラウンド型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グローバルリーダー教育院）



（機関名：東京工業大学 類型：オールラウンド型 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グローバルリーダー教育院） 
 

 

 【公表】 

リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性 
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入して
ください。） 

 

本学位プログラムの概要と特色 
 高度な科学技術に立脚した現代社会の課題を適切かつ適時に解決するためには、科学技術に関する
卓越した知識を有しグローバル社会を牽引する能力を持つ人材（グローバルリーダー）の存在が必須
であるが、これまでの我が国の大学院はこうした人材の養成を必ずしも重視してこなかった。この反
省に鑑み東京工業大学は、昨年 4 月に、「グローバルリーダー教育課程」を編成し、それを実施する「グ
ローバルリーダー教育院」を設置して、限定された規模ではあるが教育を開始している。 
 本教育課程は、グローバルリーダーに求められる能力を、(1) 博士人材として専門領域の世界的コミ
ュニティに敬意を持って受け入れられるに足る深い知識と独創性、(2) 自身の専門以外の学術を、学問
領域の枠を越えて普遍化しシームレスに理解できる俯瞰力、(3) 国・地域や文化の違いを越えて他者の
意見を理解し、かつ自身の意見を合理的に説明して合意形成ができるコミュニケーション力、(4) 合意
の結果を形にし、社会に貢献することができる行動力と創造性、の 4 つと定義して、それらを効果的
に育む修士・博士一貫型の教育システムを全学体制で構築している点を最大の特色としている。 
 (1)の高度な専門能力の養成には、本学の強みである卓越した専門領域の教育体系を、既存の研究科・
専攻の協力を得て組み入れる。これに加えて、(2)〜(4)の「人間力」の養成を(1)の専門能力養成と両立
させるため、「道場」と称する修練の場を複数設け、「道場主」のファシリテートの下、様々な国籍・
文化的背景・専門性を有する学生同士が、それぞれの知識や能力をぶつけ合いながら、実務的なグル
ープワークやプロジェクトの遂行を通じて切磋琢磨する環境を提供する。専門領域の異なる他の学生
や、知己を得た国際社会のリーダーの考え方を咀嚼・普遍化することで、将来、いかなる分野の課題
に直面しても臆することなくそれに取り組める意識と能力を身につけさせる仕組みである。その際、
切磋琢磨する学生の専門性やグループワーク・プロジェクトの対象の幅を拡げるため、一橋大学と組
織的に連携して教育課程を構築・運営するとともに、グローバルリーダーを志向し本教育課程履修を
志願する一橋大学の学生を道場に参加させる。学生には異なる 2 道場への所属を義務づけることでよ
り視野の広い人間力を養成するとともに、ある道場の学生が他道場の学生に議論を挑む「道場破り」
によって合意形成能力と行動力を強化する。さらに、身につけつつある専門能力や人間力を海外の企
業や国際機関等の実社会で試し、何処までが通用し何が不足しているかを学生自身に認識させる機会
として、6 ヶ月程度の「オフキャンパス教育」を必修とする。 
 また、修了者の質を保証するため、特色ある修了審査を実施する。すなわち、高度な専門能力の養
成状況は、主に学術的観点から研究科・専攻の協力により審査する。それに加えて、本教育課程で身
につけた能力・意欲をもとに、社会にどのような貢献をしたいかを学生に発表させ、本学および一橋
大学の教員、ならびに産官学から招聘する審査員が納得するまで討議を行う口頭試問（ディフェンス）
を修了審査として実施して、上述の 4 つの能力の修得を確実に保証できる仕組みとしている。 
 こうした教育を実施するにあたり、適切な素養と強い意欲を持った学生を選抜するため、本教育院
への所属時期を修士１年次後学期以降と定め、自身のキャリアプランと修了要件を十分に自覚させた
上で、夏季休暇中に行う合宿選抜の合格者のみを履修者とする。また、リーダーを志向する学生に対
して本教育院所属前にその基礎素養を育むための「リーダーシップ基礎科目群」を開講している。 
 さらに、修了者のアウトカム像が社会の求めるものと乖離しないよう、道場教育で国際機関を含む
産官界からのプログラム担当者や外部講師による実務的課題を題材とした PBL を実施するとともに、
産官学の国際的なメンバーからなるアドバイザリーボードを設け、本教育課程の内容・方法について
の助言を求める。また、全学組織として「東工大産官学連携人財養成コンソーシアム」を設置し、産
官学界と連携して教育課程を構築・実施するとともに、修了者のキャリアパスを確保する。 
 
本学位プログラムの優位性 
 本学は、103 の海外大学等と学術交流協定を締結し、学生・研究者の国際交流を組織的に支援して
いる。留学生受入にも積極的で、大学院における留学生比率は 16％を超える。こうした交流実績、高
い留学生比率を背景に、道場において留学生を含めた学生同士を切磋琢磨させることによって、言語
能力に留まらない真のグローバル的視点を養成できる点に優位性を有する。 
 また本学は、組織的連携制度、産学連携会員制度を始めとする数多くの仕組みを用意し、国内外の
企業等との結びつきを強めてきた。これらは、共同研究等の研究面に留まらず、人材養成面へも発展
しており、「東工大産官学連携人財養成コンソーシアム」が全学組織として構築されつつある。この枠
組みを利用して、修了生の受け入れのみならず、グローバルリーダーに求められる能力やその養成方
法についての意見・要望を聞く体制が構築できる点も本学位プログラムの強みである。 
 さらに、一橋大学との連携については、平成 13 年に締結した「四大学連合憲章」の実績を背景とし
ており、継続的な連携体制が維持できる点も本学位プログラムの優位性のひとつといえる。 



（機関名：東京工業大学 類型：オールラウンド型 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グローバルリーダー教育院） 
 

 

【公表】 

学位プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点から、コ
ースワークや研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセスや、産学官等の連携による実践性、
国際性ある研究訓練やキャリアパス支援、国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保証システムなど
について、学位プログラムの全体像と特徴が分かるようにイメージ図を書いてください。なお、共同実施機関及び連
携先機関があるものについては、それらも含めて記入してください。） 

 

 

 
 

 



 

「博士課程教育リーディングプログラム」中間評価結果 

 

 

◇博士課程教育リーディングプログラム委員会における評価（公表用） 

［総括評価］ 

一部で計画と同等又はそれ以上の取組もみられるものの、計画を下回る取組であり、

本事業の目的を達成するには、助言等を考慮し、一層の努力が必要である。 

 

［コメント］  

 リーダーを養成する学位プログラムの確立については、「道場」方式を導入して人間

力の涵養を目指すという特色ある取組を行っており、積極的で活発な学生が育っている

点は評価できる。プログラムとしては一定の成果を挙げているが、一方で「オールラウ

ンド型」のプログラムとしての特色が十分に発揮されているかどうかについては物足り

なさが残る。  
 産学官民参画による修了者のグローバルリーダーとしての成長及び活躍の実現性につ

いては、道場エクスカーションやオフキャンパス教育等を通じて着実にレベルアップが

図られており、十分に評価できるとともに今後の一層の充実が期待される。  
 グローバルに活躍するリーダーを養成する指導体制の整備について、道場主の熱意は

評価できるものの、本プログラムへの理解・協力が全学の教員にあまり浸透していない

という懸念がある。全学的な理解を浸透させる一層の努力が求められる。  
 優秀な学生の獲得については、志願倍率が比較的高く、選抜合宿を実施するなど、優

れた取組が見られる。しかし、本プログラムでは一橋大学との連携により文理共鳴の理

念の実現を図ることとしているが、一橋大学からの部分的な学期参加の学生は増えてい

るものの、修士・博士課程の全学期を通じて参加する学生が平成 27 年度の 5 期生では

ゼロとなっている。現状では、当初の申請目的が部分的にしか実現されておらず、抜本

的な改善策が必要である。  
 世界に通用する確かな学位の質保証システムについては、修了審査に当たり、定量化

が困難な人間力を評価するためにスコアリング・ルーブリックを用いて俯瞰力や行動力

などの到達目標達成度を数量化する試みを導入するなどの努力が見られ、着実に修了生

を出している点は十分に評価できる。  
 事業の定着・発展については、大学としての取組の姿勢も明確であり、「トップリー

ダー教育院」の構想など、将来的な大学での位置づけがなされている点は十分に評価で

きる。  
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